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The present paper aims to discuss the significance and challenges of the design and implementation 
of Active Learning (AL) based on the principles of Instructional Design through the investigation of 
learner beliefs. The design of a newly-offered unit, which primarily aimed to get learners prepared 
for their study abroad, was first constructed in reference to the ADDIE model proposed by Gagné 
(2007). In so doing, attempts were made to create a learner-centred learning environment. This was 
then followed by carrying out attitudinal surveys for the purpose of investigating learner beliefs about 
the aforementioned learning opportunity. As a result of the surveys conducted at the beginning and 
the end of the semester, a certain degree of positive responses were gained – particularly in terms of 
its usefulness, deepened learning, and the value of autonomous learning. On the contrary, challenges 
emerged from the perspectives of the modifications of design in the ADDIE process, an instructional 
design in consideration to learner familiarity with AL activities, and more detailed and longer-term 






































































































A. 学修における主要目標 B. 下位目標の番号 C. 学修成果の
分類

























































































（シナリオ）を教材として作成した。シナリオ作成に際しては、Barrett（2005), Barrows & 










































van Braak & Van Keer,2008）であることが、代表的な定義として認識されている。加えて、




ものも少なくない（例Chant, 2002; Chant, Heafner & Bennett, 2004; Clandinin,1986; He & 














1992; Wideen, Mayer-Smith & Moon, 1998)、変容自体が不可能である（例Putnam & Borko, 
1997; Richardson,1996, 2003)ことが指摘されている。他方、変容の可能性を示唆する研
究も存在するが（例Alger, 2009; Chant, 2002; Chant et al., 2004; Conway & Clark, 2003; 





































① 21% 42% 26% 11% 0%





































① 42% 37% 16% 5% 0%










































① 74% 32% 32% 26% 16% 26%
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単元 レッスン 学修内容 学修活動
A. 教科・ALへの導入 1 学修目標・活動・評価に関す
る情報共有, ALの特徴理解と
ALを用いた次週以降の学修リ
ハーサル
全体・グループによる
ディスカッション
B.留学における日常生活
　 （テーマ：アコモデー
ション, 病気, 人間関
係）
2 ①　アコモデーション
　　 トピックへの導入,既知
情報の共有
（ 課外学修の準備：必要かつ
未知の情報についての整理）
全体・グループによる
ディスカッション
（反転学修）
3 課外学修の成果のグループへ
の報告・情報共有
クラス報告
Wrap up
バズ学修
クラス全体のディス
カッション
（振り返りダイアリー）
4 ②　病気
　　 トピックへの導入,既知
情報の共有
（ 課外学修の準備：必要かつ
未知の情報についての整理）
シンク・ペア・シェア
全体・グループによる
ディスカッション
（反転学修）
5 課外学修の成果のグループへ
の報告・情報共有
ロールプレイ
Wrap up
グループ・ディスカッ
ション
プロジェクト型学修
クラス全体のディス
カッション
（振り返りダイアリー）
6 ③　人間関係
　　 トピックへの導入,既知
情報の共有
（ 課外学修の準備：必要かつ
未知の情報についての整理）
全体・グループによる
ディスカッション
（反転学修）
7 課外学修の成果のグループへ
の報告・情報共有
プレゼンテーション準備
プレゼンテーション
Wrap up
グループ・ディスカッ
ション
プロジェクト型学修
プロジェクト型学修
クラス全体のディス
カッション
（振り返りダイアリー）
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C. 留学における勉学
　 （テーマ：講義を理解
しノートをとる・エッ
セイを書く・ディス
カッションする・発表
する） 
8 シナリオ群提示, 問題の理
解・分析
PBLサイクル1
(反転学修)
9 問題分析終了,解決策の探求 PBLサイクル２
（反転学修）
10 問題解決策・その正当性につ
いての発表及びフィードバッ
ク
PBL　サイクル3
（振り返り）
11 シナリオ群提示, 問題の理
解・分析
PBLサイクル1
(反転学修)
12 問題分析終了,解決策の探求 PBLサイクル２
（反転学修）
13 問題解決策・その正当性につ
いての発表及びフィードバッ
ク
PBL　サイクル3
（振り返り）
D. グループプレゼンテー
ション
14 グループによる問題解決に関
する発表
15 グループによる問題解決に関
する発表
